
【必修例題】右の図において, 1©は 関数 y = x2, 2©は
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一次関数 y = −x + 12のグラフである。A(2, 4)は 1©
のグラフ上の点, B(2, 10)は 2©のグラフ上の点である。
Cは 1©のグラフ上を動く点, Dは 2©のグラフ上を動く
点で, CとDの x座標は等しいものとする。
このとき, 次の (1)～(3)に答えなさい。

(1) 1©の関数 y = x2について, xの変域が−2 5 x 5 4

のとき, yの変域を求めなさい。

(2) 四角形ABDCが平行四辺形になるとき, 点Cの座
標を求めなさい。

(3) 2点 C, Dの x座標がともに−1のとき, 点Aを通
り, 四角形ABCDの面積を 2等分する直線 `の式
を求めなさい。なお, 途中の計算式も書くこと。

〔石川〕

1 数樂　 http://www.mathtext.info/


